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｢京城新聞｣を通して見る日本人居留地の演劇
一佐久良座を中心に-
金 成　沫
はじめに
1900年代初頭､朝鮮半島にあった日本人居留地で行わ
れた演劇は､韓国で新しい演劇が生まれるきっかけにな
った｡京城の日本人居留地の演劇は､韓国演劇史に必要
な部分だけは､韓国人研究者によって若干触れられてい
るが､日本人研究者によってはあまり論及しておらず､
全貌が明らかにされていない､未開拓地のようなもので
ある｡ところが､ここを明らかにしないと､日本の近代
演劇が植民地にどういう影響を及ぼしたかは論じられな
い｡近代に欧米演劇が韓国演劇にどのような影響を及ぼ
したかを考える時､日本演劇という媒介はほとんど軽視
されてきた｡本論は､京城新聞の記事にもとづいて､日
本人居留地の劇場状況と佐久良座誕生の経緯を明らかに
することを目的とする｡佐久間座の誕生には､伊藤博文
と川上音二郎の根本的な考え方が深く関っていることが
垣間見られる｡
1. ｢京城新聞｣について
京城は今のソウルである｡勿論､かつてのソウルなの
で､その大きさは現在のソウルのごく一部に過ぎない｡
京城は北の方に李王朝の宮廷があり､その南の方には､
朝鮮人密集地域があり､さらに南には､ソウル駅が設け
られ､駅を中心に日本人が密集して住む地域があった｡
この日本人居留地に住む日本人のために､｢京城新聞｣
が発行された｡日本人のための日刊新聞だったので､当
然日本語で書かれており､日本人居留地の全貌を探るた
めに､唯一と言って良いほど貴重な資料である｡この｢京
城新聞｣に載っている演劇関係の資料を整理することに
より､日本人居留地で韓国人は何を見たのかが明らかに
なると思われる｡この新聞は､ 1907年(明治40年) 11月
から刊行され､ 1945年敗戦の時まで発行された｡時期に
よって､下記のように､新報～新開～新報～日報と名称
が変わっている｡
京城新報:1907　明治40)年11月3日　-1908 (明治
41)年6月24日
京城新聞:1908　明治41)年7月15日　-1908 (明治
41)年12月23日
京城新報:1909　明治42)年11月　-1911明治44)
年12月28日
京城日報:1915 (大正4)年9月2日　-1945　昭和
20)年まで
城｣と表記する｡新聞記事の引用の際には､見やすくす
るため､注に置かず本文の中に掲載する｡引用の際には､
誤解を招かないよう､少々長日の記事も､あえて全文を
掲載することにした｡
2.日本人居留地の劇場状況
1907年から1912年までの京城新聞によると､京城やそ
の周辺には､ 13の劇場があった｡この13の劇場を地域的
に分類すると､ 9つが京城に､ヨンサン(龍山)に2つ､
インチョン(仁川)に2つの劇場があった｡下記の通り
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資料1
京城(記述の出現順)
本町座(1907.ll. 4初出)
坂本座(1907.12. 7初出)
歌舞伎座(1908. 1. 5初出)
寿座(1908. 8.20初出)
京城座1908. 8.23初出)
永楽亭1909. 1.28初出)
浪花館1910.1.1初出)
高等演芸館(1910. 2.11開館)
御成座(1910. 5.19竣成)
龍山
龍山座､佐久良座､
仁川
仁川歌舞伎座､竹園座
新聞記事を参考にすると､どういう団体がどういう演
目を上演したか､それには誰が出演したか等は分かる
が､劇場自体の情報は非常に乏しい｡たまに､火災によ
り焼失したもの以外には､いつなくなったかもよく把握
できないものがほとんどである｡
一方､京城の劇場がどれくらいの大きさのものだった
かが分かる貴重な記事がある｡
資料2
京城の劇場では第一持参する書割､其他背景が寸
法に合わぬ舞台の奥行が狭くて完全に見せることが出
来ぬ､見物を五百や六百収容するに足る位ひでは到底
算盤球に掛からぬ､是等の欠点でドゥヤラ不の字に成
りそうだったが其処は川上だ､釜山と仁川を打ては千
人内外を容れるに足る可き劇場もあり且つは無趣味極
まる新開地の同胞に日新らしき者を見せて女と酒ばか
ここでは京城新聞､京城新報､京城日報を総称して｢京
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りに耽けって居る人士を覚醒せしむるも国家に対する
幾部の責任だ､多少の犠牲は払わねばならぬと思い極
めて帰朝したらしい『京城』 (日) 1908.12.19
この記事は1908年明治41年12月19日付の京城新聞に掲
載された｡プサン(釜山)インチョン(仁川)には千人
ほどの観客が入る劇場､プサン(釜山)座や仁川歌舞伎
座があった｡しかし､資料1の1908年まで､つまり京城
座の開場までは5､ 6百席の中劇場しかなかったという
ことが明らかである｡
ところで､この時川上が渡韓したことで京城の劇場に
は大きな変化があった｡
tml.鷲
｢大劇場の建設乎｣
川上の渡韓が動機､建設地は龍山､草新劇渡韓見合せ
京城否韓国各居留地の娯楽機関の不設備にして海外在
留者として連日の勤労を慰籍するに足らざることは吾
人のしばしば論じたる処なるが客隠突然渡韓したる川
上音次郎より記者に宛てたる書信に依れば｢同人の計
画せし革新劇は到底日下の如き小劇場にては利益の如
何か係はらず看者(カンシャ)をして満足を与ふるが
如き設備整はざる為め当分渡韓を見合はするも日々発
展せる京城として現今の如き二三の小劇場にては到底
将来とても完全なる演劇の渡韓覚束なきを以て差当た
り比較的大劇場の建設を為さんと既に大林芳五郎､大
倉喜八郎両氏の賛成を待たれば比の上某某有志等に相
談し追って事実として着手に至るべし云云｣尚ほ開く
処に依れば建設地は京城に非ずして龍山なる某所に弐
千坪の敷地を見立て川上の滞京中既に成案せLもなり
旦『京城』 (日1909.1.5
この記事は川上が京城から帰国し2週間ほど後の京城
新聞の記事である｡アンダーラインのところだけ見る
と､今のヨンサン(龍山)はソウルの一部であるが､当
時は京城からは離れたところだった｡日清戦争以来､日
本の憲兵部隊が駐屯していたところである｡ここに､ 2
千坪の敷地を用意し､劇場を建てる計画が川上がいる間
に決められたということである｡
京城の劇場が小さくて革新軍を連れて来るのが難し
い､愛国心を持って京城で上演する犠牲を決心したなど
と､大きな態度を取っている川上の望み通りにすばやい
計画が立てられたのにはどうも理由があったらしい｡
3.川上音二郎の渡韓の背景
川上が京城に来て上演をする決心をしたのは単なる彼
の愛国心からだけではないことが､この記事の20日前の
京城新聞から見て取れる｡
資料4
｢統監と貞奴｣
朝鮮で芝居を遣って呉れ
統監の君には去る一九日午後六時二十分神戸発下り列
車にて陸路下関に出て同地より軍艦春日にて仁川に向
ふの京啓行同日県庁より差廻はされたる馬車にて神戸
駅に着しプラットホームには服部兵庫県知事以下土地
の有志家数十名所狭き迄に詰め掛けたる中に一人の美
人ぞありたり誰ぞと見るとこれは川上貞奴にて予て愛
願を受くる統監が神戸を出発すると聞いて見送りに来
り西常磐の女将お梅と並んで蔑緑叢中の紅一点見送人
多数の眼は一斉に貞奴の身に注がれたるが統監の喜び
一方ならず微酔を帯べる顔に笑を浮べて貞奴を側近く
招き｢どうじゃ朝鮮人を演劇で教化して見るつもりで
一番革新軍を引つれて朝鮮に乗込まんか｣と細い眼で
見て大きな声でいふと貞奴は得意満面｢私も女ながら
其辺のどころは常に胸に措き機会があったらと思って
居りますがどうも--力が足りませんで｣と舞台に在
るやうな様子で美日を瞬く､統監は益ます乗気になっ
て｢私真から貴方愛してよ｣などと云ふやうな文句ぢ
や駄目だ朝鮮人を教化するには矢張朝鮮の歴史を遣っ
てみせなきやア宜けない若しお前が来るとすればオレ
も一番材料の心配をしてやらうよ､統監の言ふ傍から
クスぐりの好きな之も渡韓の途に在る大倉喜八郎氏が
合槌を打つ話に花が咲きて見送人を個に巻きドッと大
笑いとなった時Lも舞子より御帰途に就かせられた有
栖川宮殿下の神戸駅に御着車になったので一同は真面
目になったがそれが御発車になると後は又少時統監と
貞奴の対面場､列車の発するまで神戸駅のプラットホ
ームは大に賑ひ時ならぬ花を咲かせた
『京城』 (日1908.ll.25
上のアンダーラインが引いてある箇所に､ ｢どうじゃ
朝鮮人を演劇で教化して見るつもりで一番革新軍を引つ
れて朝鮮に乗込まんか｣とあるが､これは神戸駅で当時
の統監だった伊藤博文が貞奴に言ったことばである｡こ
の誘いによって川上が朝鮮に来たわけである｡この背景
が分かると､川上が実際京城で大きな態度を取ったわけ
が納得できる｡では､伊藤博文はどうして革新軍を朝鮮
に呼んだのだろうか｡
4.伊藤博文の｢教化｣についての情熱
資料2にはもうーカ所注目したいところがある｡ 3番
目のアンダーライン箇所を見ると､ ｢無趣味極まる新開
地の同胞に日新らしき者を見せて女と酒ばかりに耽けっ
て居る人士を覚醒せしむ｣と書かれており､この記事を
書いた記者はここで演劇を見せる対象を｢同胞｣のみに
限定している｡しかし､資料4の二番目のアンダーライ
ンを見ると､ ｢朝鮮人を教化するには矢張朝鮮の歴史を
遣ってみせなきヤア宜けない若しお前が来るとすればオ
レも一番材料の心配をしてやらうよ｣と書かれているo
これも伊藤統監が貞奴に言ったことばである｡ここで伊
藤博文は日本人居留地の｢同胞｣だけではなく､ ｢朝鮮
人の教化｣のことを考えていることがわかる｡つまり､
川上の革新軍を呼ぶ目的は､朝鮮人の教化にあったと思
われる｡実際､伊藤博文は教化の目的で当時大韓帝国の
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指導者級の人々に新派を見せることに熱をあげていたの
である｡
1909年3月の記事を見れば､伊藤は､渋沢邸の晩食会
の余興として帝国女優養成所の生徒を招き､大郎冠者作
の悲劇｢心の声｣を演じさせ､これを観た韓国女官等は
皆泣いた､という記載がある｡以下にその全文を示す｡
資料5
｢伊藤公と女優｣
渋沢邸の晩餐会
韓国女官等泣く
渋沢男爵には去る四日午後五時より伊藤公爵を始め随
行員諸氏及び今回来朝したる韓国女官等を王子の邸に
招待して晩餐会を催し余興として帝国女優養成所の生
徒を招き昨年の試演に好評を博したる大郎冠者氏作の
悲劇｢心の声｣を演ぜしめたるが濠沢男が特に此女優
を公に紹介したるは一昨年の九月帝国劇場発起人の諸
氏(知名の紳士三十余名)が公を築地の瓢家(ヒサジ
ヤ)に請じて同劇場設計の事に就き計る所ありし際公
は諸外国の皇室に於いて女優を尊重する事及び将来の
劇壇には女優の必要なる事等を説きたるが是れぞ帝国
劇場が女優を養成する動機となれるものなるを以て今
度公の帰国を幸ひ養成所の生徒を紹介したるは当夜の
主人即ち帝国劇場会社の会長たる渋沢男爵が最も意を
寵めし所なりとぞ左れば公も女優の演技を見て稽古日
数の少なさに拘わらず其技の上達せるを喜びたるが此
夜同じく此余興を見物したる韓国女官は公の指図を以
て付せられたる通弁より芝居の筋の説明を受け何れも
此劇の主人秋山静子の身の上に同情の涙を流しつつ熱
心に見物し居たりと云ふ『京城』 (冒) 1909.3.10
さらに､ 10月の記事をみると､事実上は人質だった韓
国皇太子の第十五歳誕生日祝いの余興として伊井蓉峰､
藤沢浅次郎､川上音二朗等の新派劇を上漬した｡ 『京城』
の記者は､明治二十年四月､故国､菊､左､芝翫等の天
覧劇以来､新演劇の名誉だと評価している｡
資料6
新演劇の名誉
昨二十日は韓国皇儲の第十五回御誕辰に相当するより
宮麻布鳥居阪の御用邸に於て御祝賀を挙げさせ給ふ由
なるが我東宮殿下には当日御祝いの為御訪問あるべく
余興としては演劇を台覧に供する事となり誰彼と俳優
の選択ありたるが演劇新派の伊井蓉峰､藤沢浅次郎､
川上音二朗等その按に当り右の面面へ御内命ありたれ
ば一同は恐催措く能はず伊井は一同を代表して謹んで
御受け申し上げたりというが斯る貴顕の御前に於て演
劇を催したるは去る二十年四月鳥居阪の井上候邸にて
故団､菊､左､芝翫等の奮派第一流の名優がその技を
天覧に供したる以来絶えて例なき事なれば此等新派俳
優等は身に余れる面目なり且つ新演劇の為に此上なき
進塁なりとて狂言等も充分選択し先に有楽座に於いて
高評を博せる｢空中飛行機｣一幕は伊井､村田之れを
受持ち又川上が全盛時代に屡々演じて世上に喧伝せる
｢楠公桜井の決別｣一幕は川上藤沢之を承り外一座総
出にて清新なる喜劇を出すべLと尚ほ高田､河合､喜
多村等の之に加はらざるは京都巡業中なるを以て也
『京城』 (日) 1909.10.21
このような伊藤の努力は川上にも伝わり､川上は『朝
鮮王』という作品を作った｡ 『朝鮮王』の内容は､ ｢朝鮮
の王子と日本娘の間に恋の花が咲く｡身分差別にとらわ
れない物語であるが､切々たる思いにかられながらも､
二人は別れ別れになっていく｡｣というものである｡し
かし､この脚本は､治安当局に許されず､川上は大阪府
知事に直訴するが､結果は変わらなかった｡その時保安
課長から受けた注意の一端は､当時の『大阪朝日新聞』
によってうかがえる｡
政治と芸術を混同せず､昔の川音でなく今日の川上
となって実行を期しては如何｡ 『大阪朝日新聞』 1910
年9月24日
許可をもらえなかった川上は､翌年には改作し､題目
も『新国王』と変え､十月一日から大阪の帝国座で幕を
揚げることとなった｡
5.佐久長座の誕生
さて､ヨンサン(龍山)に2千坪の敷地を用意し､劇
場を建てる計画はどうなっただろうか｡
資料7
｢龍山横座の落成式｣
優に一千五百名を容る
龍山新市街三角地に去年より劇場を築築中の処此程に
至り大概落成せLを以て来月早々落成式を興行する由
なるが棲座と命名優に千五百名を容べき大劇場にして
右の建物は広島西遊廓神明座を移したるものにて広島
市の河野広吉の所有に係り龍山の川田又蔵､山根兵助
外一名にて万事の周施を為すべくコケラ落しには川上
音次郎(ママ)か然なくは市川右団次(ママ)の一座
を迎へて華々しく興行する計画なりといふ『京城』
(日1910.5.25
三角地は李氏朝鮮時代から地形が三角形であったため
付けられた地名で､植民地時代には日本の軍隊が駐屯し
J,
このヨンサンに楼座という名称の､千五百名が入る大
劇場ができたわけであり､その建築は広島西遊廓神明座
を模したものである｡
ところが､この記事通りであるなら､ 6月にコケラ落
しをするはずであるが､ずっと12月まで関連の記事は見
られない｡ようやく12月に名前の異なる劇場の舞台開き
の広告が出ている｡
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資料8
｢佐久良座の舞台開｣
新龍山漢江通電車道に新築せし佐久良座はいよいよ七
日東京新派囲劇派の総部員と川上帝国座甲部員香川二
郎一座を招き開場式を挙行し引続き一週間毎日午後三
時開場当日の糞題は奮派三番更(ママ)に対する目出
度き祝気儀もの一幕､桧の緑五幕､喜劇玉手箱になり
と
『京城』 (日) 1910.12.6
場所は同じところであるから､どうやら劇場の名が佐
久良座に変わったと考えられる｡いったい何があったの
か｡具体的な理由はわからないが､確かにこの間､この
名称の変化に関連のありそうな出来事があった｡
6.伊藤博文の死
1909年10月26日､伊藤博文はロシア財務長官ココフチ
ェフと会談するために､満洲のハルビン駅に行った｡ロ
シア軍隊の軍礼を受けていた伊藤博文は日本人に変装し
て潜入した韓国の独立運動家アンジュングン(安重板)
に射殺された｡
伊藤博文が死んでから六日後､ 『京城』 (日)には｢伊
藤公の俗謡｣という記事が掲載されている｡
さいているのもしばしの
あいだ嵐一夜の桜花
これは1905年明治38年第二協約締結の為韓皇を訪問す
る前に作られた都都逸である｡
1905年11月の第二次日韓協約-ウルミ(乙巳)保護条
約は､ 1905年9月に日露講和条約が結ばれた直後に締結
された｡このときに特命全権として朝鮮に来たのが伊藤
博文である｡
この協約で決められたことの中で一番重大なものは､
外交権の剥奪である｡朝鮮の外交権を取り上げてしま
い､日本の外務省が朝鮮の外交を取り扱う｡さらに､従
来京城にあった外国公使館を全部引き上げ､朝鮮には領
事館だけを残す｡朝鮮が一切外交活動をできないように
して､国際的に孤立させるということである｡
もう一つは､いわゆる統監政治の開始である｡ 1906年
(明治39) 2月に京城に日本の統監府が置かれ､韓国政
府は形だけが残り､日本の統監伊藤博文が完全に韓国の
実権を掌握したのである｡
日本公使だった林権助が､ 『わが七十年を語る』とい
う回想記を書いているが､それによれば､この協約を審
議する閣僚会議に臨んで二つの対策が練られた｡一つは
閣僚を集めて彼らが逃げないように､ ｢護衛｣の名目で
会議場まで日本の軍隊がつれていくことで､これは長谷
川好道司令官が担当した｡二つ目は邸璽(ていじ)とい
う国王の印章を､保管する係が持って逃げないように､
日本人を派遣してずっと監視することであった｡
つまり､この協約を審議する閣僚会議は､日本憲兵隊
の包囲のなかで､伊藤博文が朝鮮の大臣に対して､一人
ひとりにイェスかノーかと個人審問するという形態をと
ったのである｡総理大臣韓圭ソルは､断固として反対し
たので､彼は別室に連れていかれ､軟禁されてしまった｡
あとはみんな怖がって暖味に答えたのを､イェスだと勝
手に解釈されてしまったのである｡
伊藤博文はこのように､一方では韓国政府の閣僚を脅
迫して保護案約を強制する傍ら､イヨング(李容九)､
ソンピョンジュン(宋兼唆)らの-進会をあやつり､朝
鮮に対する日本の｢保護｣から｢併合｣ -の移行に賛成
するかのような民意を偽造するための声明を連発させ
･ 1 ㌔
た｡
伊藤博文が死んでから上記のような俗謡が新聞に載せ
られては､ ｢桜｣というものの印象はどうしても不吉に
捉えられたであろう｡こうした経緯によって､劇場の名
前が変わったのではないかと思われる｡
佐久良座の舞台開きには川上の替わりに､七日東京新
派囲劇派の総部員と川上帝国座甲部員香川二郎一座が来
た｡では､川上はなぜこなかったのかo
倉田喜弘の『近代劇のあけぼの一川上とその周辺-』
によれば､同年11月2日から18日まで､川上等は帝国座
で潮海湾に出没する義賊をテーマにした『海賊』と､目
新しい飛行船を持ち出した『星世界探倹』を上演し､大
入りとなった｡しかし､博多･明治座の新築落成興行を
引き受けていたため､ 18日を千秋楽として明治43年の大
阪公演を閉じた｡つまり､博多･明治座の新築落成興行
があって来られなかったらしい｡あるいは､川上は､自
分の革新劇を認めてくれた伊藤博文がいない朝鮮にはも
う興味をなくしたのかも知れない｡
まとめ
佐久良座の生みの親に当たる伊藤と川上は､二人とも
自分が生んだ舞台を見ることが出来なかった｡しかし､
彼らの情熱は､後に新劇が朝鮮に伝わる道を開く役割を
果たした｡松井須磨子と島村抱月の芸術座が朝鮮に来た
時､初めて上演した場所が,ほかならぬこの佐久良座で
あった｡芸術座は1915年11月9日から11日まで三日間､
『剃刀』 『復活』を上演し､ 11日龍山終演後､京城の寿座､
仁川の歌舞伎座､平壌の歌舞伎座を経て､中国の大連に
･ ･-
行った｡
以上に見てきたように､佐久良座は一人の政治家の野
心と一人の演劇界異端児の情熱が生んだ劇場であった｡
これに対する評価は､時代や立場によってはさまざま解
釈ができるであろうが､こうした近代の新しい試みが演
劇界に大きな変化をもたらした事実だけは鄭重に扱うべ
きであろう｡
注(1)妻在彦『日本による朝鮮支配の40年』大阪書籍
(2)松本克平『日本新劇史』筑摩書房1966
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